
 
（１） 分数の逆数を作り、それを分子 1 に対する分母とします。 

以下、その繰り返しです。 
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（２） 上の計算から 
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逆からたどります。 
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逆数にして 
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      ★今週の１題★       分数       ～解説～ 



 
※ このように分数の分母にさらに分数が含まれるものを「連分数」といいます。 

ここでやっていることは「ユークリッドの互除法」と全く同じなので、 
最大公約数は「89」であることがわかります。 
よって（２）は 
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とする方が自然かもしれません。 


